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研究成果の概要（和文）：現行教員養成制度から新制度への移行の具体的な条件に関する検討を行い、今後進行するた
めの具体的な制度設計へ有用な知見を得ることができた。
当面の改善に関わる課題として、教職大学院設置の推進のために中学校・高等学校教員養成に適したカリキュラムの原
則、学部教職課程における教職指導のあり方に関して検討を行い、新制度移行に関して、教職課程のカリキュラムと教
職指導両面の充実策の検討、大学組織としての運営体制の整備について検討を行った。インターンシップやボランティ
アとの関係を含め、可能な教育実習のあり方に関する大学側の移行を研究により明確にし、効果的な教育実習の体制整
備に関して研究成果をもとに提示した。

研究成果の概要（英文）：I investigated the possibility of creating specific conditions that could 
facilitate the move from the current teacher development system to a new one and obtained useful findings 
on a system design that can be used in moving forward.
Regarding issues related to improving the current system, I considered the optimal principles of 
curriculum for junior high school teacher development and teacher guidance in undergraduate institutions 
for teacher training to promote the establishment of graduate schools in education. I also examined 
measures for enriching both teacher-training courses and teacher guidance with regard to implementing a 
transition to a new system and creating an operating structure within the university organization. 
Through research, I identified the university’s transition regarding the ideal state of possible 
educational training, including internships and volunteering, and made suggestions in the creation of a 
system for teacher training based on research outcomes.

研究分野： 教師教育学、教育内容・方法学
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）中央教育審議会は、2012 年 8 月 28 日
「教職生活の全体を通じた教員の資質能力
の総合的な向上方策について」を文部科学大
臣あて提出した。この答申の基本的な特徴は、
新たな教師と学校の姿を構想して、養成と研
修の連続した体系と生涯を通じた成長を実
現する教員養成・研修制度を構築することを
初めて提言したことにある。 
特に、学びの創造、地域との連携等を可能と
する新たな学校を実現するための「学び続け
る教員像」を具現化する教員養成制度の創設
を提起したことは極めて重要なことといえ
る。学部標準から大学院修士レベル標準への
養成水準の向上、現職段階の免許の創設と大
学・教育委員会との連携による新たな教員研
修とが改革構想の要点である。 
 これらの実現には、現行教員養成制度から
新制度への移行がなされる必要があり、それ
はまったく新しい研究課題の登場を意味し
ている。答申においても具体的な制度設計は
続く課題としていること、当面の改善が重要
であるとしていることからもそれは理解さ
れる。いわゆる基礎免許・一般免許のカリキ
ュラムの詳細は未だ明らかではなく、諮問以
前の議論では盛んであった教育実習につい
ては慎重に扱われ、期間も触れられていない。 
（２）本研究は、教員養成制度の本格的な移
行期にある現在の課題を総合的に解明し、今
後の新制度実現に向けた諸条件の具体化を
行おうとするものである。当面の課題では、
大学院での専修免許取得割合の向上、教職大
学院の設置の推進、教職大学院設置基準の見
直し（実務家教員 4 割の比率見直し・学部と
の兼担の継続など）、教職大学院養成カリキ
ュラムの中学校・高等学校段階への対応、新
制度移行へ向う学部における教職指導の充
実などが挙げられる。続く新制度への課題と
しては、「実践的な教育学」の開発、学部・
大学院における基礎免許・一般免許カリキュ
ラムの構築、教育実習のあり方（往還型、学
校サイドでの実習、インターンシップ、ボラ
ンティアの扱い）、専修免許の廃止後の一般
大学院修士課程のあり方、奨学金など教育上
の支援や教職大学院制度への補助金等財政
課題、教職課程センターなど大学におけるカ
リキュラム開発及び運営組織、教職大学院と
学部教職課程との大学間連携のあり方など
がある。さらにこの両方の期間を通じて教員
養成の質保証制度の導入とその実際に関す
る課題がある。これらの課題を養成当事者で
ある大学側からみた場合、どのような意義と
実現に向けた問題があるのかを明らかにす
ることを通じて、課題実現の方途を見出した
い。 
 
２．研究の目的 
 
大学院修士レベルを標準とする教員養成制

度への移行のために、現在の課題を総合的に
解明し、今後の新制度実現に向けた諸条件の
具体化が必要である。改革に向けた種々の全
体的な課題のうち、養成当事者である大学の
実現すべき課題を明らかにしつつ、大学の持
つ具体的な条件と養成改革に対する意欲を
明らかにし、今後の展望を得ることを目的と
する。特に、今次改革の成否を握る私立大学
教職大学院、大学院・学部教職課程、短期大
学教職課程を中心に調査研究を行うことと
する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）本研究は、①教員養成制度改革をめぐ
る中央教育審議会における審議動向の分析、
②教師像、学校観を中心とした教員養成理論
の動向の分析を基盤として、③現行教員養成
制度に関する大学側の評価に関する調査、④
教員養成の修士レベル化に向けた大学側の
理解と意欲に関する調査（③，④は質問紙調
査、ヒアリング調査の併用）を行ったうえで、
教員養成制度の移行に関する総合的な理論
枠組みの検討を行った。関係情報の発信に努
め、今日的な課題への貢献をめざしたい。研
究目的を以下の研究計画・方法により達成す
ることをめざすこととした。 
 
（２）平成 25 年度は、教員養成制度改革を
めぐる中央教育審議会における審議および
内外の教師像、学校観を中心とした教員養成
理論の動向を分析することを通じて、本研究
の視座を確立した。教員養成制度の移行を考
えるにあたり、まず現行制度に関する大学側
の評価と修士レベル化に向けた大学側の理
解と意欲について調査を実施し、制度改革の
可能性と課題を明らかにした。 
質問紙調査、ヒアリング調査を行い、下記の
分析を行った。 
①教員養成制度改革をめぐる中央教育審議
会における審議動向の分析 
②教師像、学校観を中心とした教員養成理論
の動向の分析 
③．現行教員養成制度に関する大学側の評価
に関する調査 
 
（３）平成 26 年度以降においても、質問紙
調査、ヒアリング調査を行い、下記の分析を
行った。 
①教員養成制度改革をめぐる中央教育審議
会における審議動向の分析 
②教師像、学校観を中心とした教員養成理論
の動向の分析 
③教員養成の修士レベル化に向けた大学側
の理解と意欲に関する調査 
④制度移行に関する総合的な理論枠組みの
検討 
最終年度には、各年度で調査研究した結果を
まとめ、研究成果報告書の刊行を行った。 
 



４．研究成果 
 
現行教員養成制度から新制度への移行の具
体的な条件に関する検討を行い、今後進行す
るための具体的な制度設計へ有用な知見を
得ることができた。 
当面の改善に関わる課題として、教職大学院
設置の推進のために中学校高等学校教員養
成に適したカリキュラムの原則、学部教職課
程における教職指導のあり方に関して検討
を行い、新制度移行に関して、教職課程のカ
リキュラムと教職指導両面の充実策の検討、
大学組織としての運営体制の整備について
検討を行った。インターンシップやボランテ
ィアとの関係を含め、可能な教育実習のあり
方に関する大学側の移行を研究により明確
にし、効果的な教育実習の体制整備に関して
研究成果をもとに提示した。 
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